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提案されたシステムがどのような価値を生み出すのか

議論のポイント

より効果的なシステムとするために組み込むべき要素は何か
さらに競争力を増すための取組は何か

システム間で意識して共通化していくべき事項（共通プラットフォー
ム）は何か



地域資源戦略協議会(農業分野）
におけるシステム提案

地域資源戦略協議会

座長 生源寺 眞一



ＩＣＴの飛躍的な発展により、消費者と生産者とを隔てる距離が劇的に狭まる中、事業
化までのシナリオを描いたうえで、研究開発から社会実装までの様々な技術課題をバ
リューチェーンとして「システム化」することで政策課題を解決

地域資源（農業分野）におけるバリューチェーンの構築には、生産、加工、流通、販売
の各段階を一貫した技術でつなぐ研究開発のシステム化を基本としつつ、各段階での
技術（ＳＩＰ『次世代農林水産業創造技術』の個別研究課題を含む。）に焦点をあてたサ
ブシステムの検討も必要

農業分野のシステム化を検討するうえで、次の点を踏まえることが重要

・システム全体で実現する成果や最終目標などを具体的に明示すること

・新技術の社会実装までの期間や確立した品種の商品としての寿命が比較的長いという農業的な特徴や

現場への普及を踏まえた、中長期的な戦略の視点

・農業経営の作業環境や大規模化・企業化を踏まえた、ＩＣＴを活用した自動化・知能化によるスマート化

・海外市場を見据えた商品開発のための日本固有の遺伝資源確保や知財戦略の視点

・ＩＣＴの高度化による多様なニーズ（消費者に評価される生産工程、多角的な品質要素等）や地域の特徴

への対応力の向上

地域資源(農業分野）におけるシステムについて



スマート・フードチェーンシステム
農林水産物・食品のフードチェーンを構築する産業間の情
報連携をスマート化し、消費者ニーズを生産、加工、流通、
外食の各産業者へダイレクトに伝達

国内・海外市場のニーズや消費者の購買意識等を商品開
発や技術開発（品質管理、鮮度保持）にフィードバックする
ことで、商品力向上を実現

次世代育種
システム

加工・流通
システム

スマート生産
システム

地域資源（農業）におけるシステム化の例示

サブシステム
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スマート・フードチェーンシステム

定時・定量・定品質での供給

鮮度保持・輸送技術、加工技術

生産から加工・流通工程での品質管理情報

マーケティング戦略



５．８兆円

０．７兆円

２割以下となった生鮮品への支出
農産物・水産物の生産から食品の最終消費に至る流れ（２００５年）農産物・水産物の生産から食品の最終消費に至る流れ（２００５年）

農産物・水産物 ３．０兆円

０．３兆円

飲食費の最終消費
７３．６兆円（１００％）

生鮮品等
１３．５兆円
（１８．４％）

加工品
３９．１兆円
（５３．２％）

外食
２０．９兆円
（２８．５％）

直接消費向け

加工向け

１次加工品の輸入

最終製品の輸入

外食向け

国内生産
９．４兆円

生鮮品の輸入
１．２兆円

１．４兆円

３．９兆円

０．６兆円

０．１兆円

資料：総務省ほか「平成１７年産業連関表」を基にした農林水産省の試算

（参考）


